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去
る
７
月
14
日
（
火
）
～
18
日
（
土
）、
ペ

ル
ー
・
リ
マ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
18
回
女
子
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
グ
ル

ー
プ
Ｂ
を
「
全
勝
」
で
１
位
通
過
。「
第
１
代

表
」
と
し
て
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ
イ
ナ
ル
」
進
出
を
決
め
た
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日

本
代
表
は
、
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
・
オ
ク
ラ
ホ

マ
シ
テ
ィ
へ
と
移
動
し
、「
第
１
次
海
外
強
化

合
宿
」
を
実
施
。「
Ｌ
Ａ
28
」（
２
０
２
８
年
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
の
試
合
会
場
と

も
な
る
地
で
強
化
合
宿
に
励
ん
だ
。

　

合
宿
中
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
代
表
チ
ー
ム
も
出
場
し
た
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
」
に
参
加
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
振
り
分
け

ら
れ
た
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
、
ア
メ
リ
カ

領
サ
モ
ア
に
５
︱
０
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ

ペ
イ
に
５
︱
３
、
Ｕ
．Ｓ
．Ｅ
ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
に
９
︱

２
と
３
戦
全
勝
。
グ
ル
ー
プ
Ａ
１
位
で
最
終

順
位
決
定
戦
に
進
み
、
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で

グ
ル
ー
プ
Ｂ
２
位
の
カ
ナ
ダ
と
対
戦
。
最
終

回
２
点
の
ビ
ハ
イ
ン
ド
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
６

︱
５
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
出
。

ア
メ
リ
カ
と
の
「
全
勝
対
決
」
に
臨
ん
だ
が
、

０
︱
２
の
完
封
負
け
。
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

　

当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
「
第
18
回
女
子
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ
イ
ナ
ル
」
進
出
は
決
め
た
も

の
の
、「
Ｌ
Ａ
28
」
で
金
メ
ダ
ル
を
争
う
と
予
想

さ
れ
る
「
宿
敵
」
ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
る
等
、
今

後
へ
「
課
題
」
も
残
る
内
容
・
結
果
と
な
っ
た
。

女子 TOP 日本代表レポート
第１次海外強化合宿を実施

2026年７月20日（月・祝）～８月８日（土）　アメリカ・オクラホマシティ

USA インターナショナルカップ出場
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USA インターナショナルカップ オープニングラウンド（予選リーグ） グループＡ 試合結果

SEMI FINAL JAPAN ６－５ CANADA

FINAL JAPAN ０－２ U.S.A.

大会出場メンバー、試合スケジュール等、詳細情報はこちら

第１戦 JAPAN ５－０ AMERICAN SAMOA

第３戦 JAPAN ９－２ U.S. Elite

第２戦 JAPAN ５－３ CHINESE TAIPEI
OPENING ROUND（予選リーグ）

GROUP Ａ

３戦全勝
１位通過

※試合のスコアをクリックすると試合レポートがご覧になれます

https://www.softball.or.jp/usa-international-cup-2026/report/usa-international-cup-2026_game1.html
https://www.softball.or.jp/usa-international-cup-2026/report/usa-international-cup-2026_game2.html
https://www.softball.or.jp/usa-international-cup-2026/report/usa-international-cup-2026_game3.html
https://www.softball.or.jp/usa-international-cup-2026/report/usa-international-cup-2026_semi_final.html
https://www.softball.or.jp/usa-international-cup-2026/report/usa-international-cup-2026_final.html
https://www.softball.or.jp/usa-international-cup-2026/
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今
大
会
は
７
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

の
両
日
、
徳
島
県
徳
島
市
／
徳
島
市
民
吉
野

川
北
岸
運
動
広
場
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
初
日
（
18
日
／
土
）
に
１
回
戦
・
２

回
戦
の
５
試
合
、
最
終
日
の
２
日
目
（
19
日

／
日
）
に
準
決
勝
・
決
勝
の
３
試
合
を
行
い
、

無
事
に
全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、
平
林
金
属 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ

ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ
ｓ
（
岡
山
）、
大
和
電
機 

Ｂ

ｌ
ｕ
ｅ 

Ｌ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
（
長
野
）、
靜
甲  

ソ

ル
フ
ェ
ジ
オ
（
静
岡
）、
花
王
コ
ス
メ
小
田

原 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
神
奈
川
）
が
勝
ち
上

が
り
、
実
業
団
女
子
の
「
頂
点
」
の
座
を
か

け
、
激
突
し
た
。

第66回全日本実業団女子選手権大会
令和８年７月18日（土）・19日（日）徳島県徳島市／徳島市民吉野川北岸運動広場

記録提供：徳島県協会記録委員会

大和電機 Blue Lakers（長野）大和電機 Blue Lakers（長野）大和電機 Blue Lakers（長野）

３年ぶり３回目の優勝３年ぶり３回目の３年ぶり３回目の優勝優勝

66回の歴史を刻む本大会、今年は徳島県を舞台に開催



（5） 第 498 号 ＪＳＡソフトボール 2026年（令和８年）９月10日

〈 準決勝 〉 大和電機 Blue Lakers ４－１ 平林金属 Peachblossoms

〈 準決勝 〉 花王コスメ小田原 フェニックス ０－１ 靜甲 ソルフェジオ

《　決　勝　》 靜甲 ソルフェジオ １―２ 大和電機 Blue Lakers

大
和
電
機
が
初
回
か
ら
着
々
と
加
点
し
、
4
︱
1
で
快
勝

エ
ー
ス
が
熱
投
！
靜
甲
が
決
勝
へ

大
和
電
機
が
死
闘
を
制
し
、
栄
冠
つ
か
む

　先攻の大和電機は初回、１番・長尾明奈のショート内野安
打と盗塁で無死二塁の先制機をつかみ、一死後、犠牲バント
で三塁へ進塁。二死三塁とし、４番・新海雪奈がセンター前
タイムリーを放ち、先制点を挙げた。
　大和電機は１点を返され、迎えた３回表にも、二死から敵
失と３番・矢﨑月菜の二遊間を抜くタイムリーで勝ち越し。
２－１と１点をリードしたまま、迎えた最終回には、一死か
ら９番・上原彩瑛がレフトへのツーベースで出塁。犠打で二
死三塁とし、２番・三堀茉莉愛の二遊間を破るタイムリーで
１点を追加。さらに３番・矢﨑月菜のライト前ヒット、４
番・新海雪奈の故意四球で満塁と攻め立て、途中出場の５
番・村井聖那のショートゴロがエラーを誘い、ダメ押しの４
点目を奪い、４－１で勝利を収め、決勝へ駒を進めた。

　靜甲は２回裏、この回先頭の５番・土屋亜友
未がセンター前ヒットで出塁。犠打で二塁へ進
塁し、７番・西村雛がレフト前ヒット。本塁へ
送球されるのを見て、打者走者が二塁を狙い、
二塁タッチアウトとなる間に二塁から三塁に進
塁していた走者が本塁を陥れ、１点を先制。
　この１点をエース・小井沼美月が被安打１・
奪三振14の好投で守り抜き、４年ぶりの決勝進
出を決めた。

　決勝は、両チームともに一歩も譲らず、０－０のまま、
延長タイブレークに突入。
　８回に両チーム１点ずつを取り合い、迎えた延長９回
表、靜甲は三塁まで走者を進めながら無得点。
　大和電機はその裏、タイブレークの走者を二塁に置き、
４番・新海雪奈が故意四球で歩かされ、無死一・二塁と
なった後、次打者の犠打で一死二・三塁に。６番・堀川
美瑠瑠がワンボールからの２球目にヒットエンドランを
決め、三塁走者がサヨナラのホームイン！ ２－１で死闘
を制し、３年ぶり３回目の栄冠をつかんだ。

大会 MVP
斉藤 未来

（大和電機 Blue Lakers）

大会 MVP大会 MVP
斉藤 未来斉藤 未来

（大和電機 Blue Lakers）（大和電機 Blue Lakers）

優秀選手賞
小井沼 美月

（靜甲 ソルフェジオ）

優秀選手賞優秀選手賞
小井沼 美月小井沼 美月

（靜甲 ソルフェジオ）（靜甲 ソルフェジオ）

大会結果詳細、全試合イニングスコアは日本協会オフィシャルサイトで！

https://www.softball.or.jp/game/corporate_woman/tournament2026/tournament.html
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念願の初優勝念願の念願の初優勝初優勝

平林金属 RINO BLAZE（岡山）平林金属 RINO BLAZE平林金属 RINO BLAZE（岡山）（岡山）

　

「
第
66
回
全
日
本
実
業
団
男
子
選
手
権
大

会
」
は
、
愛
知
県
刈
谷
市
・
刈
谷
球
場
を
主

会
場
と
し
て
、
７
月
25
日
（
土
）
～
27
日

（
月
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
期
間
中
は
、
連
日
35
度
を
超
え
る
酷

暑
が
続
き
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
３
イ
ニ

ン
グ
ご
と
に
５
分
間
の
給
水
タ
イ
ム
を
設
け
、

決
勝
戦
を
除
く
す
べ
て
の
試
合
で
５
回
表
か

ら
４
名
の
審
判
員
を
総
入
れ
替
え
す
る
等
、

新
た
な
取
り
組
み
も
実
施
さ
れ
た
。

　

大
会
最
終
日
の
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
の

は
、
２
０
２
３
年
に
ク
ラ
ブ
登
録
か
ら
実
業

団
登
録
に
変
更
し
、「
本
大
会
初
優
勝
」
を

め
ざ
す
平
林
金
属 

Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ 

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ｅ

（
岡
山
）。「
地
元
開
催
」
で
４
年
ぶ
り
の
頂

点
を
狙
う
豊
田
自
動
織
機
（
愛
知
）。
日
本

リ
ー
グ
所
属
の
デ
ン
ソ
ー
（
愛
知
）
に
コ
ー

ル
ド
勝
ち
を
収
め
、
ベ
ス
ト
４
入
り
を
果
た

し
た
コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社
（
石
川
）。
３
年

連
続
の
ベ
ス
ト
４
進
出
で
「
今
年
こ
そ
！
」

と
意
気
込
む
安
川
電
機
（
福
岡
）
の
４
チ
ー

ム
。

　

栄
冠
を
手
に
す
る
の
は
ど
の
チ
ー
ム
か
。

「
実
業
団
男
子
」
の
頂
点
を
か
け
た
最
後
の

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

第66回全日本実業団男子選手権大会
令和８年７月25日（土）～27日（月）　愛知県刈谷市／刈谷球場 他

記録提供：愛知県協会記録委員会

熱中症対策として新たな
取り組みも実施された
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〈 準決勝 〉豊田自動織機 ９－ 10 平林金属 RINO BLAZE
　試合は壮絶な打ち合いとなり、先攻の豊田自動織機は初回、安打、四球、安打で無死満塁のチャンスをつかむと、４番・
宮本海斗のタイムリー、５番・菊川智己の塁上の走者を一掃する三塁打で４点を先制。
　４点を追う平林金属は２回裏、５番・和田彩斗、６番・小島聖矢の連打、犠打、四球で一死満塁と攻め立て、９番・
黒岩陽斗の「グランドスラム」（満塁ホームラン）で一気に同点。二死後、２番・井上裕太郎にもソロホームランが飛
び出し、この回一挙５点を奪い、５－４と試合をひっくり返した。
　しかし、豊田自動織機もすぐに反撃。４回表、安打、四球等で一死一・二塁の好機を得て、３番・山本陸人、４番・
宮本海斗の連続タイムリーツーベースで３点を奪い、７－５と再び２点をリード。

　２点のビハインドを追う平林金属は５回裏、２番・井上裕太郎のツーベー
スヒット、四球、６番・小島聖矢のショート内野安打等で二死ながら満塁と
すると、この試合途中出場の７番・藤井雅広が右中間を破る走者一掃のタイ
ムリーツーベースを放ち、再び勝ち越し。さらに相手守備の乱れもあって、
この回４点を奪い、９－７と２点をリードした。
　２点をリードされた豊田自動織機は迎えた最終回、一死から代打・森田裕
介が二遊間を抜く安打で出塁すると、続く代打・高野秀矩もツーボールから
の３球目をとらえ、左中間スタンドに運ぶ「起死回生」の同点ホームラン！ 
試合は９－９で延長タイブレークへともつれ込んだ。
　延長８回表の豊田自動織機の攻撃を無得点に抑えた平林金属はその裏、タイ
ブレークの走者を二塁に置き、３番・八角光太郎の一・二塁間を抜くサヨナラ
タイムリーで激闘に終止符。10－９で平林金属が決勝への切符を手にした。

《　決　勝　》 コマニー株式会社 ４－５ 平林金属 RINO BLAZE
　後攻の平林金属は初回、１番・浜本悌がワンボールからの２球目をバックスクリーンに運ぶ「先頭打者ホームラン」。
１点を先制した。
　１点を追うコマニーは３回表、四球、犠打で一死二塁のチャンスをつかみ、９番・百貫友基のバント安打で一死一・
三塁と攻め立てると、１番・出嶋聖治、２番・小山竜加の連続タイムリーで逆転。なお一死一・三塁の好機が続き、３番・
小滝海斗のレフトへの犠牲フライでもう１点追加。この回３点を挙げ、２点のリードを奪った。
　逆転を許した平林金属は４回裏、二死から６番・小島聖矢が四球を選び、出塁。続く７番・藤井雅広がレフトスタンド
へ豪快な一発！ 「同点ホームラン」を放ち、試合を振り出しに戻した。
平林金属は５回裏にも、２番・井上裕太郎がソロホームランを放ち、
４－３と勝ち越しに成功。
　しかし、直後の６回表、今度はコマニーの３番・小滝海斗がレフト
スタンドに突き刺すソロホームランを放ち、再び４－４の同点に……。
　同点とされた平林金属はその裏、一死から５番・和田彩斗がツーボ
ール・ツーストライクからの６球目を強振！ ライトスタンドへ「値千
金」の一発を放ち、再び勝ち越しに成功。最終回、コマニー必死の反
撃を無得点に抑え、５－４で勝利！ 念願の「実業団選手権初優勝」
をつかんだ。

〈 準決勝 〉 コマニー株式会社 １－０ 安川電機
　もう一方の準決勝は対照的に、両チームわずか２安打ずつの
緊迫した投手戦となった。
　コマニーは３回表、この回先頭の８番・山下緋琉がセカンド
内野安打で出塁。二死後、２番・百貫友基のショートゴロが敵
失を誘い、一塁走者が一気にホームイン。貴重な先取点を挙げた。
　この１点をコマニーのエース・藤原智徳が被安打２・奪三振
10の好投で守り抜き、初の決勝進出を決めた。

「
エ
ー
ス
」
藤
原
が
完
封
。

コ
マ
ニ
ー
、
初
の
決
勝
へ
！

死
闘
を
制
し
、
初
優
勝
を
つ
か
ん
だ
平
林
金
属

大会結果詳細、全試合イニングスコアは日本協会オフィシャルサイトで！

23
安
打
が
飛
び
交
う
大
接
戦
に
勝
利
し
た
平
林
金
属

https://www.softball.or.jp/game/corporate_mens/tournament2026/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
が
、
７
月
25
日
（
土
）
～
27
日

（
月
）
の
３
日
間
、
山
梨
県
北
杜
市
・
高
根

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
武
川
運
動
公
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
前
年
度
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー

ム
、
各
地
区
・
各
都
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
代
表
32
チ
ー
ム
が
集
結
。
大
会
初
日
、

４
球
場
を
使
用
し
、
１
回
戦
16
試
合
を
行
い
、

２
日
目
も
４
球
場
で
２
回
戦
８
試
合
・
準

々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試
合
を
行
い
、
大
会

最
終
日
は
高
根
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
２
球
場

で
準
決
勝
２
試
合
・
決
勝
１
試
合
の
計
３
試

合
を
行
い
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

大
会
初
日
は
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
試
合

と
な
っ
た
が
、
２
日
目
以
降
は
高
原
特
有
の

爽
や
か
な
風
が
吹
き
、
日
陰
に
入
れ
ば
涼
や

か
さ
を
感
じ
る
気
候
の
中
、
予
定
通
り
全
日

程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

準
決
勝
に
は
、
大
会
「
５
連
覇
」
の
偉
業

達
成
が
か
か
る
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
（
鹿
児
島
）、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
所
属
の

ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー
ツ
柔
整
専
門
学
校
（
滋

賀
）、
２
０
３
１
年
「
奈
良
国
ス
ポ
」
へ
向

け
、
立
ち
上
げ
ら
れ
た
奈
良
ク
ラ
ブ
（
奈
良
）、

２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
ル
、

２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
金
メ

ダ
ル
に
輝
い
た
坂
井
寛
子
擁
す
る
ク
ラ
ブ
金
沢

（
石
川
）、
以
上
の
４
チ
ー
ム
が
「
ク
ラ
ブ
女
子

日
本
一」
の
座
を
か
け
、
最
後
の
決
戦
に
挑
ん
だ
。

第47回全日本クラブ女子選手権大会
令和８年７月２５日（土）～２７日（月）　山梨県北杜市／高根総合グラウンド・武川運動公園

記録提供：山梨県協会記録委員会

MORI ALL WAVE KANOYA（鹿児島）

５連覇の偉業達成！

大会 MVP・宮原まりん
（MORI ALL WAVE KANOYA）

優秀選手・坂井寛子
（クラブ金沢）



（9） 第 498 号 ＪＳＡソフトボール 2026年（令和８年）９月10日

〈準決勝〉
ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校 ０－ 10 MORI ALL WAVE KANOYA

　後攻の MORI ALL WAVE KANOYA は初回、相手守備の乱れと５
番・竹原由菜の適時内野安打、６番・佐々木桃花のセンターへの安打
に相手守備の乱れが絡み、３点を先制し、試合の主導権を握ると、続
く２回裏には３番・山根楓加のスリーランホームランを含む４本の長
短打を集中し、４点を追加。３回裏には相手守備の乱れに乗じて２点
を加え、４回裏、二死走者なしから５番・竹原由菜、途中出場の６
番・森舞華、７番・新谷静の３連続長短打で１点を追加。この得点が
１０ 点目となり、10 －０で４回得点差コールドゲームが成立。決勝進
出を決め、大会「５連覇」の偉業達成に王手をかけた。

MORI ALL WAVE KANOYAが猛打で
４回コールド勝ち！「５連覇」に王手 !!

〈準決勝〉
奈良クラブ ０－５ クラブ金沢

　クラブ金沢は３回裏、１番・南口結が内野安打で出塁し、犠打で走者を
二塁へ進めると、３番・川岸奈央、４番・中島雅、５番・大野まひる、６
番・大谷祐紀が怒涛の４連打。この回３点を挙げ、有利に試合を進め、
５回裏には二死走者なしから５番・大野まひる、６番・大谷祐紀、７番・
砂畑恵理の３連続長短打で１点を追加。６回裏にも２番・五十嵐安奈、３
番・川岸奈央の長短打でダメ押しの１点を加え、５－０とリードを広げた。
　守っては、「金メダリスト」坂井寛子が６回までわずか２安打に抑える力
投。最後は左腕・東小有希が１イニングを締め、５－０の完封勝ち。初の
決勝へ駒を進めた。

終始、笑顔の絶えないクラブ金沢。
笑顔のままで勝ち進み、決勝進出

〈決勝〉
MORI ALL WAVE KANOYA ７－０ クラブ金沢

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は、
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちら

　クラブ金沢は初回、「金メダリスト」坂井寛子が二死満塁のピンチを無失点でしのぎ、その裏、１番・南口結
が MORI ALL WAVE KANOYA の先発・猩々紫月からいきなりの右越三塁打。無死三塁の絶好の先制機を作っ
た。一死後、３番・川岸奈央のレフトへのファウルフライで三塁走者がタッチアップから果敢に本塁突入を試み
たが……本塁寸前タッチアウト。先制のチャンスを逃がしてしまった。
　MORI ALL WAVE KANOYA はその直後の２回表、「金メダリスト」坂井寛子を攻め、２本の安打と犠打野選
で一死満塁の先制機をつかむと、２番・鈴木真由子がキッチリとセンターへ犠牲フライを打ち上げ、三塁走者が
還り、先取点。続く３番・山根楓加にもタイムリーが飛び出し、こ
の回２点を先制。続く３回表にも７番・新谷静の三塁打、相手守備
の乱れで２点を追加。５回表には５番・竹原由菜、６番・佐々木桃
花、７番・新谷静の３連続長短打と８番・宮原まりんの犠牲フライ
で３点を追加。５回コールドに必要な７点差をつけた。
　クラブ金沢もその裏、必死の反撃を試みたが、二者連続三振の
後、「最後の打者」がショートフライに倒れ、５回得点差コールド
ゲームが成立。MORI ALL WAVE KANOYA が「王者」の強さを
見せつけ、大会「５連覇」の偉業を達成した。 MORI ALL WAVE KANOYA が金メダリスト攻略

https://www.softball.or.jp/game/club_woman/tournament2026/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=VkiYjfeh49Q


（10）第 498 号　 2026年（令和８年）９月10日

　

本
大
会
は
、
７
月
27
日
（
月
）
～
30
日

（
木
）
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
大
阪
府
大
阪

市
・
セ
レ
ッ
ソ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
舞
洲
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
全
国
の
厳
し
い
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
精
鋭
48
チ
ー
ム
（
※
開
催
地
・
大

阪
府
か
ら
２
チ
ー
ム
出
場
）
が
集
結
。「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
制
覇
」「
夏
の
高
校
日
本
一
」

を
か
け
て
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

特
筆
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
大
会
２
日
目

日
（
２
回
戦
）
の
高
川
学
園
高
等
学
校
（
山

口
）vs
飛
龍
高
等
学
校
（
静
岡
）
戦
で
飛
龍

高
・
山
勢
心
愛
選
手
が
満
塁
本
塁
打
を
記
録
。

大
会
３
日
目
（
準
々
決
勝
）
の
兵
庫
大
学
附

属
須
磨
ノ
浦
高
等
学
校
（
兵
庫
）vs
星
城
高

等
学
校
（
愛
知
）
で
は
須
磨
ノ
浦
高
・
山
本

心
音
投
手
が
「
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ
ン
」

を
達
成
す
る
快
挙
も
あ
っ
た
。

　

大
会
最
終
日
に
は
、
千
葉
経
済
大
学
附
属

高
等
学
校
、
兵
庫
大
学
附
属
須
磨
ノ
浦
高
等

学
校
、
岩
手
県
立
花
巻
南
高
等
学
校
、
佐
賀

女
子
短
期
大
学
付
属
佐
賀
女
子
高
等
学
校
の

４
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
上
が
り
、
夏
の

頂
点
を
め
ざ
す
最
後
の
戦
い
に
挑
ん
だ
。

〈
準
決
勝
〉

千
葉
経
済
大
附
属
高 

１
︱
０ 

須
磨
ノ
浦
高

　　

「
大
会
屈
指
の
好
投
手
」
と
し
て
注
目
さ

れ
る
千
葉
経
済
・
太
田
真
緒
、
須
磨
ノ
浦
・

山
本
心
音
、
両
エ
ー
ス
が
一
歩
も
譲
ら
ぬ
投

手
戦
を
展
開
。

第78回全日本高等学校女子選手権大会
令和８年７月27日（月）～30日（木） 大阪府大阪市／セレッソスポーツパーク舞洲

記録提供：大阪府協会記録委員会

５
年
ぶ
り
３
回
目
の

　
　
　

  

歓
喜
！

５
年
ぶ
り
３
回
目
の

５
年
ぶ
り
３
回
目
の

　
　
　

　
　
　

    

歓
喜
！

歓
喜
！

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校
（
千
葉
）

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校
（
千
葉
）

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校
（
千
葉
）

https://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2026/tournament.html
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試
合
が
動
い
た
の
は
終
盤
６
回
表
、
千
葉

経
済
は
一
死
か
ら
２
番
・
岩
永
恋
絢
が
ピ
ッ

チ
ャ
ー
前
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン
ト
。
こ
れ

が
相
手
守
備
の
乱
れ
を
誘
い
、
出
塁
す
る
と
、

続
く
３
番
・
今
立
梨
子
が
右
中
間
を
破
る
タ

イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
！ 

一
塁
走
者
・
岩

永
恋
絢
が
一
気
に
還
り
、
待
望
の
先
制
点
を

挙
げ
た
。

　

守
っ
て
は
、
エ
ー
ス
・
太
田
真
緒
が
走
者

を
背
負
い
な
が
ら
も
“
決
定
打
を
許
さ
ぬ
”

粘
り
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
。
味
方
の
好
守
備
に
も

助
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
完
封
勝
利
を
飾
り
、

５
年
ぶ
り
の
優
勝
へ
王
手
を
か
け
た
。

〈
準
決
勝
〉

花
巻
南
高 

４
︱
１ 

佐
賀
女
子
高

　

花
巻
南
は
２
回
表
、
死
球
、
盗
塁
、
セ
カ

ン
ド
ゴ
ロ
で
一
死
三
塁
の
好
機
を
作
る
と
、

６
番
・
千
葉
愛
実
の
３
球
目
に
ス
ク
イ
ズ
。

こ
れ
を
確
実
に
成
功
さ
せ
、
１
点
を
先
取
し

た
。

　

花
巻
南
は
１
点
を
リ
ー
ド
し
た
ま
ま
迎
え

た
５
回
表
に
も
、
２
番
・
冨
手
心
陽
、
３

番
・
佐
藤
絵
鈴
の
連
打
、
犠
打
で
一
死
二
・

三
塁
と
し
、
５
番
・
中
条
ひ
よ
な
が
ス
ク
イ

ズ
を
決
め
、
１
点
を
追
加
。
な
お
二
死
三
塁

の
チ
ャ
ン
ス
が
続
き
、
６
番
・
千
葉
愛
実
の

二
遊
間
を
抜
く
タ
イ
ム
リ
ー
で
も
う
１
点
を

加
え
、
３
︱
０
と
リ
ー
ド
。
６
回
表
に
も
、

安
打
、
犠
打
、
盗
塁
で
三
塁
ま
で
進
め
た
走

者
を
、
１
番
・
佐
藤
桜
衣
の
ス
ク
イ
ズ
で
生

還
さ
せ
、
決
定
的
な
４
点
目
を
奪
っ
た
。

　

一
方
、
佐
賀
女
子
も
、
６
回
裏
に
１
番
・

伊
藤
百
星
の
二
塁
打
と
敵
失
で
１
点
を
返
し

た
が
、
反
撃
及
ば
ず
。
花
巻
南
の
エ
ー
ス
・

佐
藤
絵
鈴
の
前
に
打
線
が
３
安
打
と
抑
え
ら

れ
、
準
決
勝
敗
退
と
な
っ
た
。

《
決
勝
》

花
巻
南
高 

０
︱
２ 

千
葉
経
済
大
附
属
高

　

花
巻
南
・
佐
藤
洋
介
監
督
、
千
葉
経
済
・

白
井
桃
佳
監
督
に
よ
る
「
師
弟
対
決
」
に
も

注
目
が
集
ま
っ
た
決
勝
戦
。

　

序
盤
３
回
は
両
チ
ー
ム
無
得
点
。
４
回
裏
、

千
葉
経
済
は
２
番
・
岩
永
恋
絢
の
左
中
間
を

破
る
二
塁
打
、
犠
打
で
一
死
三
塁
の
好
機
を

作
り
、
４
番
・
岡
田
来
羽
が
二
遊
間
を
抜
く

先
制
タ
イ
ム
リ
ー
！ 

な
お
一
死
一
塁
の
状

況
で
二
盗
を
仕
掛
け
る
と
、
捕
手
の
二
塁
送

球
が
悪
送
球
と
な
り
、
一
塁
走
者
が
一
気
に

ホ
ー
ム
イ
ン
‼ 

貴
重
な
２
点
目
を
追
加
。

　

投
げ
て
は
、
エ
ー
ス
・
太
田
真
緒
が

準
決
勝
に
続
き
熱
投
。
２
回
表
の
一
死

三
塁
、
４
回
表
の
一
死
二
塁
、
最
終
回

の
無
死
二
塁
と
再
三
ピ
ン
チ
を
招
き
な

が
ら
も
、
無
失
点
に
抑
え
る
圧
巻
の
ピ

ッ
チ
ン
グ
。
２
︱
０
で
完
封
勝
利
を
収

め
、
チ
ー
ム
を
５
年
ぶ
り
３
回
目
の

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
制
覇
」
へ
導
き
、
大

会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
も
選
出
さ
れ
た
。

好投手同士の投げ合いで緊迫した展開に

スクイズを効果的に決め、4 点を奪った花巻南

両監督の「師弟対決」が実現し、注目の一戦となった

千葉経済が 4 回裏、2 点を先制エース・太田真緒が千葉経済を優勝へ導いた

https://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2026/tournament.html
https://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2026/tournament.html
https://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2026/tournament.html
https://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2026/tournament.html
https://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2026/tournament.html
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高
校
生
に
と
っ
て
〝
最
高
峰
の
舞
台
〟
と

な
る
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」。
灼
熱
の
太
陽
の

も
と
、
全
国
の
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
て

き
た
41
チ
ー
ム
（
※
開
催
地
・
大
阪
か
ら
２

チ
ー
ム
出
場
）
が
大
阪
府
大
阪
市
に
集
結
。

高
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
夏
の
日
本
一
」

を
競
う
「
第
61
回
全
日
本
高
等
学
校
男
子
選

手
権
大
会
」
が
、
８
月
２
日
（
日
）
～
５
日

（
水
）
の
４
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
今
春
の
選
抜
大
会
を
制
し
た
豊

川
高
等
学
校
（
愛
知
）
と
前
年
王
者
・
長
崎

県
立
大
村
工
業
高
等
学
校
が
３
回
戦
で
激
突

（
※
大
村
工
業
が
延
長
８
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

に
及
ぶ
熱
戦
の
末
、
２
︱
１
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
！
）
す
る
等
、
随
所
に
「
好
ゲ
ー
ム
」
を

展
開
！

　

２
回
戦
：
熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
等
学
校

vs
飛
龍
高
等
学
校
（
静
岡
）
で
は
、
飛
龍
・

大
野
楓
芽
投
手
が
「
大
会
史
上
三
人
目
」
と

第61回全日本高等学校男子選手権大会
令和８年８月２日（日）～５日（水）大阪府大阪市／セレッソスポーツパーク舞洲

広島県立御調高等学校広島県立御調高等学校広島県立御調高等学校

念
願
叶
い
…

念
願
叶
い
…

念
願
叶
い
…

単
独
優
勝
！

単
独
優
勝
！

単
独
優
勝
！

記録提供：大阪府協会記録委員会記録提供：大阪府協会記録委員会記録提供：大阪府協会記録委員会

「夏の日本一」をかけ、熱戦展開！
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な
る
「
完
全
試
合
」
を
達
成
す
る
一
幕
も
あ

っ
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、
連
覇
・
大
会
最
多
タ
イ

〝
７
度
目
〟
の
優
勝
を
狙
う
長
崎
県
立
大
村

工
業
高
等
学
校
を
は
じ
め
、
九
州
産
業
大
学

付
属
九
州
高
等
学
校
（
福
岡
）、
岡
山
県
立

新
見
高
等
学
校
・
高
梁
高
等
学
校
、
広
島
県

立
御
調
高
等
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
進
出
。
最
終

日
「
最
後
の
決
戦
」
に
挑
ん
だ
。

〈
準
決
勝
〉

　

大
村
工
業
高 

９
︱
０

　
　
　
　
　
　
　

九
州
産
業
大
付
属
九
州
高

　

先
攻
の
大
村
は
初
回
、
相
手
投
手
の
制
球

の
乱
れ
に
乗
じ
て
一
死
二
・
三
塁
と
す
る
と
、

４
番
・
濱
野
恵
成
が
右
中
間
を
破
る
２
点
タ

イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
！ 

そ
の
後
ワ
イ
ル

ド
ピ
ッ
チ
で
追
加
点
を
挙
げ
、
い
き
な
り
３

点
を
先
制
し
た
。
先
手
を
取
っ
た
大
村
は
続

く
２
回
表
に
も
、
二
死
三
塁
か
ら
２
番
・
持

原
力
の
バ
ン
ト
安
打
、
３
番
・
加
㔟
田
莉
空

の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
３
点
を
追
加
。

４
回
表
に
も
一
死
二
・
三
塁
か
ら
途
中
出
場

の
４
番
・
浜
田
竜
成
の
２
点
タ
イ
ム
リ
ー
ス

リ
ー
ベ
ー
ス
、
犠
牲
フ
ラ
イ
で
３
点
を
加
え
、

大
量
９
点
を
リ
ー
ド
し
た
。

　

守
っ
て
は
、
２
回
終
了
６
点
の
リ
ー
ド
を

得
た
と
こ
ろ
で
エ
ー
ス
・
濱
野
恵
成
を
下
げ
、

浜
田
竜
成
へ
投
手
リ
レ
ー
。
九
産
大
九
州
打

線
を
わ
ず
か
１
安
打
に
抑
え
込
み
、
完
封
。

９
︱
０
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）
の
圧
勝
で
連
覇

に
「
王
手
」
を
か
け
た
。

〈
準
決
勝
〉

　

御
調
高 

11
︱
０ 

新
見
高
・
高
梁
高

　

啓
新
（
福
井
）、
東
温
（
愛
媛
）
と
優
勝

候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
強
豪
校
を
連
破
。「
勢

い
」
に
乗
る
御
調
が
い
き
な
り
猛
攻
！ 

　

初
回
、
先
頭
打
者
か
ら
の
３
連
打
、
３
つ

の
押
し
出
し
四
球
、
犠
牲
フ
ラ
イ
、
ワ
イ
ル

ド
ピ
ッ
チ
、
タ
イ
ム
リ
ー
内
野
安
打
で
大
量

７
点
を
先
制
。
早
々
と
試
合
の
大
勢
を
決
め

る
と
、
２
回
表
に
も
無
死
二
・
三
塁
か
ら
６

番
・
仁
井
祐
斗
の
二
遊
間
を
抜
く
タ
イ
ム
リ

ー
、
犠
牲
フ
ラ
イ
で
３
点
を
追
加
。
３
回
表

に
は
安
打
、
パ
ス
ボ
ー
ル
、
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ

チ
で
無
死
三
塁
と
し
、
犠
牲
フ
ラ
イ
で
難
な

く
11
点
目
を
挙
げ
、
一
方
的
な
展
開
と
し
た
。

　

投
げ
て
は
、
先
発
投
手
に
起
用
さ
れ
た
前

友
春
輝
が
被
安
打
３
の
好
投
。
決
勝
進
出
を

見
据
え
た
「
エ
ー
ス
・
福
田
一
馬
の
温
存
」

に
成
功
し
、
11
︱
０
（
４
回
コ
ー
ル
ド
）
で

完
勝
！ 

２
年
ぶ
り
の
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

《
決
勝
》

　

御
調
高 

７
︱
１ 

大
村
工
業
高

　

御
調
は
３
回
表
、
四
死
球
で
無
死
一
・
二

塁
と
し
、
４
番
・
小
田
凌
輔
が
セ
ン
タ
ー
へ

美
し
い
ア
ー
チ
を
描
く
ス
リ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム

ラ
ン
！ 

５
番
・
安
藤
圭
司
も
左
中
間
二
塁

打
で
続
き
、
犠
打
で
三
進
す
る
と
、
二
死
後
、

８
番
・
福
田
一
馬
が
三
遊
間
を
破
る
タ
イ
ム

リ
ー
‼
こ
の
回
一
挙
４
点
を
奪
っ
た
。
主

導
権
を
握
っ
た
御
調
は
４
回
表
に
も
、
一
死

一
塁
か
ら
３
番
・
佐
伯
泰
知
が
右
中
間
へ
豪

快
に
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
！ 

７
回
表
に

は
７
番
・
仁
井
祐
斗
が
ス
リ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ

ト
を
放
っ
て
チ
ャ
ン
ス
メ
イ
ク
し
、
一
死
後
、

９
番
・
宮
前
弥
千
翔
の
シ
ョ
ー
ト
強
襲
タ
イ

ム
リ
ー
に
よ
り
生
還
。
７
点
目
を
挙
げ
た
。

　

守
っ
て
は
、
準
決
勝
で
戦
略
的
休
養
を
と

っ
た
エ
ー
ス
・
福
田
一
馬
が
「
エ
ン
ジ
ン
全

開
」
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
。
７
回
裏
に
１
点
を
返

さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
完
投
勝
利
を
飾
り
、

歓
喜
爆
発
‼
７
年
ぶ
り
２
回
目
の
栄
冠（
※

念
願
で
あ
っ
た
単
独
優
勝
）
に
輝
い
た
。

大村が連覇に王手

歓喜、そして涙 !!

大会トーナメント表、全試合イニングスコアはこちら！

https://www.softball.or.jp/game/h_school_boy/tournament2026/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
８
月
１
日
（
土
）
～
３
日

（
月
）
の
３
日
間
、
福
岡
県
福
岡
市
・
雁
の

巣
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
26
チ
ー
ム
が
集
結
。

熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　

大
会
初
日
（
１
日
／
土
）
に
１
回
戦
・

２
回
戦
の
18
試
合
、
２
日
目
（
２
日
／
日
）

に
準
々
決
勝
・
準
決
勝
の
６
試
合
、
３
日

目
（
３
日
／
月
）
に
決
勝
の
１
試
合
を
行
い
、

無
事
に
全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、
壱

岐
ブ
レ
イ
ブ
ス
（
長
崎
）、
山
口
水
産
ジ
ュ
ニ

ア
（
鹿
児
島
）、
神
戸
学
院
大
学
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
兵
庫
）、
新
見
ジ
ュ

ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
岡
山
）。
激
戦

を
勝
ち
抜
い
た
４
チ
ー
ム
が
、
中
学
生
男
子

「
夏
の
頂
点
」
を
か
け
た
戦
い
に
挑
ん
だ
。

第２６回全日本中学生男子大会
令和８年８月１日（土）～３日（月）　福岡県福岡市／雁の巣レクリエーションセンター

記録提供：福岡県協会記録委員会

悲願の栄冠！
新見ジュニアソフトボールクラブ（岡山）

優秀選手・田中朔太郎
（山口水産ジュニア）

大会 MVP・鈴木心大
（新見ジュニアソフトボールクラブ）

誰もが「勝利」をめざし、「全力」を尽くして戦う
それでも…「勝者」と「敗者」の明暗は分かれる
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〈 準決勝 〉
山口水産ジュニア 11 －６ 壱岐ブレイブス

　後攻の壱岐は初回、一死三塁からワイルドピッチで先制。さらに３回裏
にも、敵失、安打等で一死二・三塁とし、４番・田島愛蓮のタイムリー、６
番・西凛之介の適時二塁打で３点を追加。４－０とリードを広げた。
　４点を追う山口水産は４回表、９番・田中朔太郎の右越三塁打、３番・霜
山流旺の左中間二塁打等で４－４の同点に追いつき、なお一死二・三塁のチ
ャンスが続き、４番・濵島大海がセンターへキッチリと犠牲フライを打ち上
げ、三塁走者が逆転のホームイン。５－４と試合をひっくり返した。その後
も３番・霜山流旺の満塁ホームラン等で突き放し、５回終了時点で制限時間
を迎え、山口水産が 11 －６で勝利。２年連続の決勝進出を決めた。

山口水産ジュニアが序盤の劣勢を
はね返し、逆転で決勝進出！

〈 準決勝 〉
神戸学院大学ジュニアソフトボールクラブ ０－２ 新見ジュニアソフトボールクラブ

　先攻の神戸は初回、四球、安打、ワイルドピッチ等で一死二・三塁の
チャンスを迎えたが、「あと一本」が出ず……絶好の先制機を逃がしてし
まった。
　両チーム無得点のまま、迎えた３回裏、新見は一死から１番・鈴木心大、
２番・宮田桜弥の連打で一・二塁とし、次打者のショートゴロの間に走者
がそれぞれ進塁。二死ながら二・三塁の先制機をつかむと、４番・妹尾悠
生の左中間を抜くタイムリーで塁上の走者を一掃。この回２点を先制した。
　投げては、新見のエース・宮田桜弥が神戸打線をわずか２安打に抑え、
完封。決勝の舞台へ駒を進めた。

新見は「エース」宮田桜弥が力投
被安打２の完封で決勝へ

〈決勝〉
新見ジュニアソフトボールクラブ ７－６ 山口水産ジュニア

　後攻の山口水産は初回、新見の先発・宮田桜弥の制球の乱れにつけ込み、一死二・三塁のチャンスを得る
と、４番・濵島大海、５番・鴨川航陽、６番・立元旺志朗の３連続タイムリーで３点を先制した。
　３回表、新見が反撃開始。二死から敵失で出塁した走者を２番・宮田桜弥、３番・藤野兼臣の連打で返し、
まず１点。続く４回表にも、５番・桑原大智の三塁線を抜く安打と７番・中島拓治のショート内野安打等で二
死二・三塁とし、９番・川西結夢のタイムリー等で２点を返し、３－３の同点に追いついた。さらに５回表に
も、２番・宮田桜弥の二塁打と２四球で無死満塁と攻め立て、４番・妹尾悠生、５番・桑原大智の連続タイム
リーでこの回４点を勝ち越し。７－３とリードを奪った。
　４点を追う立場となった山口水産は、６回裏に相手守備の乱れ
等で２点を返し、最終回にも７番・櫛下町優武の左中間を破る二
塁打と９番・田中朔太郎のレフト前タイムリー等で１点を返し、
１点差まで迫ったが……反撃もここまで。山口水産は初回に３点
を先制しながら逆転を許し、それでも諦めず終盤逆襲。１点差ま
で詰め寄ったが、あと一歩及ばず、準優勝。新見が粘る山口水産
の猛追を振り切り、悲願の初優勝に輝いた。

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は、
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちら

新見が粘る山口水産を振り切り、初優勝！

https://www.softball.or.jp/game/jh_school_boy/tournament2026/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=XAqjQy2ZTu0
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第２６回全日本中学生女子大会
令和８年８月８日（土）～ 10 日（月）　大阪府堺市／みなと堺グリーンひろば

記録提供：大阪府協会記録委員会

５年ぶり２回目の優勝！
５START（静岡）

大会 MVP・山内星空
（５START）

優秀選手・小林笑万
（AICHI DREAM RUSH）

【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
が
、
８
月
８
日
（
土
）
～
10
日

（
月
）
の
３
日
間
、
大
阪
府
堺
市
・
み
な
と

堺
グ
リ
ー
ン
ひ
ろ
ば
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
の
精
鋭
48
チ
ー
ム
が
集
結
。

大
会
初
日
、
８
球
場
を
使
用
し
、
１
回
戦
・

２
回
戦
32
試
合
を
実
施
。
２
日
目
は
４
球
場

で
３
回
戦
８
試
合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の
計

12
試
合
を
行
い
、
大
会
最
終
日
は
３
球
場
を

使
用
。
準
決
勝
２
試
合
は
同
時
進
行
で
行
い
、

そ
の
間
に
決
勝
戦
の
試
合
会
場
を
準
備
。
最

後
に
別
会
場
で
決
勝
戦
を
実
施
し
、
全
日
程

を
終
了
し
た
。

　

大
会
期
間
中
は
厳
し
い
暑
さ
と
な
り
、

「
酷
暑
」「
猛
暑
」
の
中
で
の
試
合
と
な
っ

た
が
、
２
回
、
４
回
、
６
回
終
了
時
に
給
水

タ
イ
ム
を
設
け
る
等
、「
暑
熱
対
策
」
も
徹

底
し
、
予
定
通
り
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

準
決
勝
に
は
、
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝

を
め
ざ
す
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｒ
Ｕ

Ｓ
Ｈ
（
愛
知
）、
初
優
勝
に
燃
え
る
渡
会
レ

パ
ー
ズ
（
三
重
）、
５
年
ぶ
り
２
回
目
の
優

勝
を
狙
う
５
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
静
岡
）、
２
年

連
続
ベ
ス
ト
４
進
出
、「
今
年
こ
そ
！
」
と

意
気
込
む
広
島
プ
リ
ン
セ
ス
（
広
島
）
の
４

チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
り
、「
全
国
制
覇
」「
日

本
一
」
の
座
を
め
ざ
し
、
暑
さ
に
負
け
な
い

「
熱
い
戦
い
」
を
繰
り
広
げ
た
。
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〈準決勝〉
AICHI DREAM RUSH ６－１ 渡会レパーズ

　先攻のAICHI DREAM RUSHは初回、相手守備の乱れとバント安打、
犠打で一死二・三塁とし、４番・髙畑磨穂のセカンドゴロの間に三塁
走者が生還。幸先良く１点を先取した。AICHI DREAM RUSHは中盤
４回表にも４番・髙畑磨穂の二塁打を足場に相手守備陣に揺さぶりを
かけ、２つのフィルダースチョイスを誘う等、２点を追加。６回表に
は４番・髙畑磨穂の左中間二塁打から２つの内野ゴロで二塁走者を効
率よく本塁に迎え入れ、１点を加え、最終回にも相手守備の乱れから
決定的な２点を追加。先制、中押し、ダメ押しの理想的な試合展開で
渡会レパーズを圧倒し、６－１で快勝。決勝へ駒を進めた。

AICHI DREAM RUSHがソツのない
攻めで得点を重ね、決勝進出！

〈準決勝〉
広島プリンセス ０－２ ５START
　後攻の５STARTは初回、相手投手の制球の乱れにつけ込み、４四死球
で押し出し。労せずして先取点を挙げた。５STARTが１点をリードした
まま、迎えた５回裏には、一死から２番・金山遙希がレフト前ヒットを
放ち、出塁。次打者のショートゴロで二塁フォースアウトとなった後、
４番・岩瀬眞依がレフト頭上を抜くタイムリーツーベースを放ち、一塁
走者が一気に生還。貴重な追加点を挙げ、２－０とリードを広げた。
　守っては、「エース」山内星空が６回までノーヒットピッチング。７回表、
先頭打者に安打を打たれ、「ノーヒット・ノーラン」は逃がしたが、被安
打１の完封で２－０のまま逃げ切り、決勝進出を決めた。

５START のエース・山内星空は
被安打１の好投。決勝進出に貢献

〈決勝〉
５START ５－０ AICHI DREAM RUSH

　先攻の５STARTは初回、一死から２番・金山遙希、３番・山内星空、４番・岩瀬眞依の３連打で満塁と攻
め立て、５番・岩﨑舞愛が三遊間を破るタイムリー！ これに相手守備の乱れも絡み、２点を先制。６番・
松浦麻莉が四球を選び、再び一死満塁とし、ヒットエンドランの失敗で二死二・三塁となった後、７番・鈴
木愛梨が三遊間深く転がす適時内野安打。早いカウントから「好球必打」の積極策で鮮やかな先制攻撃を見せ、
初回に３点を先制した。５STARTは３点をリードしたまま迎えた５回表にも、四球、犠打、安打、盗塁、四
球で一死満塁とし、６番・松浦麻莉が三遊間を抜くタイムリー！
６回表にも四球で出塁した走者がすかさず盗塁。１番・荒川柚

奈がセンター前にタイムリーを放ち、二塁走者がホームイン。
決定的な５点目を挙げ、５年ぶりの「優勝」をグッと引き寄せた。
　守っては、「エース」山内星空が準決勝に続いて快投！ ６回
二死まで一人の走者も許さぬパーフェクトピッチング。初安打
を許した後の二死一・二塁のピンチも無失点で切り抜け、最終
回も先頭打者を内野安打で出塁させたものの、味方守備陣の好
守もあり、被安打３の完封勝利！　５年ぶり２回目の優勝、「全
国制覇」に大きく貢献し、大会MVPに輝いた。

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は、
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちら

５START が着々と加点し、５－０で快勝！

https://www.softball.or.jp/game/jh_school_girl/tournament2026/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=Gtg_uHiHqCc
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第４０回全日本小学生女子大会
令和８年７月25日（土）～28日（火）　福井県敦賀市／敦賀市きらめきスタジアム・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       敦賀市総合運動公園多目的グラウンド
記録提供：福井県協会記録委員会

春夏連覇！
花の台ウィングス（神奈川）

優秀選手・舘岡萌花
（八郎潟 SBC）

大会 MVP・粟飯原和香
（花の台ウィングス）

【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
が
、
７
月
25
日
（
土
）
～
28
日

（
火
）
の
４
日
間
、
福
井
県
敦
賀
市
・
敦
賀

市
き
ら
め
き
ス
タ
ジ
ア
ム
・
敦
賀
市
総
合
運

動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
の
精
鋭
40
チ
ー
ム
が
参
加
。

大
会
初
日
、
２
球
場
を
使
用
し
、
１
回
戦
・

８
試
合
を
実
施
。
２
日
目
は
４
球
場
で
２
回

戦
16
試
合
を
行
い
、
３
日
目
も
４
球
場
で
３

回
戦
８
試
合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試

合
を
実
施
。
大
会
最
終
日
は
２
球
場
で
準
決

勝
２
試
合
・
決
勝
１
試
合
を
行
い
、
全
日
程

を
予
定
通
り
終
了
し
た
。

　

大
会
最
終
日
、
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
、
試

合
開
始
を
15
分
早
め
て
準
決
勝
２
試
合
が
ス

タ
ー
ト
。
決
勝
戦
開
始
直
前
、
雨
に
見
舞
わ

れ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
何
と
か
無
事
に
試

合
を
行
い
、
閉
会
式
は
雷
鳴
鳴
り
響
く
中
、

駆
け
足
で
行
わ
れ
た
。

　

準
決
勝
に
は
、
春
季
全
日
本
小
学
生
女
子

大
会
で
準
優
勝
。「
今
度
こ
そ
！
」
と
リ
ベ

ン
ジ
を
誓
う
上
沖
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
ズ（
埼
玉
）、

そ
の
春
の
大
会
で
優
勝
。「
春
夏
連
覇
」
を

狙
う
花
の
台
ウ
ィ
ン
グ
ス（
神
奈
川
）、
準
々

決
勝
ま
で
の
４
試
合
で
57
得
点
を
叩
き
出
し
、

圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
る
八
郎
潟
Ｓ
Ｂ
Ｃ

（
秋
田
）、
３
年
ぶ
り
の
「
王
座
奪
還
」
を
め

ざ
す
岸
和
田
Ｊ
ｒ
ク
ラ
ブ
（
大
阪
）、
以
上

の
４
チ
ー
ム
が
勝
ち
残
っ
た
。
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〈準決勝〉
八郎潟 SBC ８－１ 岸和田 Jr クラブ

　先攻の八郎潟SBCは初回、1番・渡部叶愛、２番・小玉咲満の連打と４
番・畠山優莉の四球で一死満塁とし、５番・小玉優心の一・二塁間を抜く
タイムリーに相手守備の乱れが絡み、満塁の走者を一掃し、打った小玉優
心までホームイン！　一挙４点を先制した。八郎潟SBCはその後も攻撃の
手を緩めず、３回表には３連続長短打で２点を追加。５回表にも３連続を
含む４本の長短打を集中し、２点を追加。８－０と大きくリードを奪った。
　岸和田Jrクラブもその裏、１点を返し、意地を見せたが、反撃もここまで。
５回終了時点で７点差をつけられ、得点差コールドゲームが成立。八郎潟
SBCが準決勝も圧勝し、決勝に駒を進めた。 八郎潟 SBC が猛打で決勝進出！

〈準決勝〉
花の台ウィングス ６－５ 上沖ブルースターズ

　春季全日本小学生女子大会「決勝」のカードの再現となったこの試合、両
チームの「意地と意地」がぶつかり合う二転三転の好ゲームとなった。花の
台ウィングスが初回に先手を取れば、その裏、上沖ブルースターズが逆転。
３回表に同点に追いつかれても、すぐに突き放し、上沖ブルースターズが３
回終了時点で５－２とリードし、「春のリベンジ」なるかと思われた。
　しかし、花の台ウィングスが終盤反撃。５回表に相手守備の乱れから１点
を返し、６回表には安打、盗塁、四球、内野安打で一死満塁と攻め立て、５番・
粟飯原和香が走者一掃の三塁打。この「起死回生」の一打で６－５と試合を
ひっくり返し、そのまま逃げ切り、激戦を制し、「春夏連覇」に王手をかけた。

花の台ウィングスが激闘を制す
終盤の逆転で決勝進出！

〈決勝〉
八郎潟 SBC ３－５ 花の台ウィングス

　先攻の八郎潟ウィングスは初回、１番・渡部叶愛が四球を選び、出塁。二死後、４番・畠山優莉がレフト前
ヒットを放ち、一・二塁とし、５番・小玉優心のセカンドへの当たりが相手守備の乱れを誘い、１点を先制した。
　１点を追う花の台ウィングスは４回裏、２番・小野莉奈が四球で出塁。３番・川添莉央のショート内野安打
の間に一塁走者が判断よく三塁を陥れ、無死一・三塁。一塁走者が盗塁し、二・三塁とした後、４番・山岸詩
のライトへの犠牲フライで三塁走者を迎え入れ、１－１の同点に追いついた。続く５番・粟飯原和香もライト
フライを打ち上げ、三塁走者が本塁突入を試みたが、これはライト・岩㟢愛奈の好返球でタッチアウト。逆転
はならなかった。
　八郎潟SBCは6回表、4番・畠山優莉がライトオーバーのランニ
ングホームラン！ さらに敵失で出塁した走者がワイルドピッチで
三塁まで進塁し、7番・畠山愛望の適時三塁打でもう1点加え、3
−1と2点のリードを奪った。
　これで勝負あったかと思われたが、花の台ウィングスはその裏、
二死走者なしから怒濤の５連続長短打で一挙4点を奪う猛攻を見
せ、5−3と逆転。準決勝、決勝と驚異的な粘りで「逆転劇」を演
じた花の台ウィングスが「春夏連覇」を達成した。

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は、
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちら

花の台ウィングス「春夏連覇」を達成!!

https://www.softball.or.jp/game/primary_school_girl/tournament2026/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=eb243-gzxtk
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第40回全日本小学生男子大会
令和８年７月３１日（金）～８月３日（月）　鹿児島県南九州市／知覧平和公園多目的球場・陸上競技場

記録提供：鹿児島県協会記録委員会

春夏連覇の偉業達成
横須賀（神奈川）

大会 MVP・亀田隼永
（横須賀）

優秀選手・新藤凰大
（中山ソフトボールスポーツ少年団）

【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
が
、
７
月
31
日
（
金
）
～
８
月

３
日
（
月
）
の
４
日
間
、
鹿
児
島
県
南
九
州

市
・
知
覧
平
和
公
園
多
目
的
球
場
・
陸
上
競

技
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
全
国
の
精
鋭
43
チ
ー
ム
が
集

結
。
大
会
初
日
、
４
球
場
を
使
用
し
、
１
回

戦
11
試
合
を
行
い
、
２
日
目
も
４
球
場
で
２

回
戦
16
試
合
を
実
施
。
３
日
目
は
３
回
戦
８

試
合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試
合
を
行

い
、
大
会
最
終
日
は
２
球
場
で
準
決
勝
２
試

合
・
決
勝
１
試
合
の
計
３
試
合
を
行
い
、
全

日
程
を
終
了
し
た
。

　

大
会
期
間
中
は
酷
暑
の
日
々
が
続
き
、
連

日
「
体
温
」
を
超
え
る
暑
さ
に
…
…
「
熱
中

症
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
給

水
タ
イ
ム
を
設
け
る
等
、
暑
熱
対
策
に
も
万

全
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

準
決
勝
に
は
、「
春
夏
連
覇
」
を
狙
う
横

須
賀
（
神
奈
川
）、
２
回
戦
か
ら
登
場
し
、
６

︱
０
、
４
︱
２
、
６
︱
１
と
危
な
げ
な
く
勝

ち
上
が
っ
た
灘
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
（
山
口
）、

「
地
元
」
の
期
待
を
背
負
い
勝
ち
上
が
っ
た

中
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
加

世
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
い

ず
れ
も
鹿
児
島
）
の
４
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が

り
、
大
会
最
終
日
「
日
本
一
」
の
座
を
め
ざ

し
、
灼
熱
の
太
陽
の
も
と
、「
暑
さ
」
に
負
け

な
い
「
熱
い
戦
い
」
を
繰
り
広
げ
た
。
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〈準決勝〉
灘オールスターズ ４－ 11 横須賀

　灘オールスターズは２回表、４本の長短打を集中し、大量４点を挙げ、
このまま有利に試合を進めるかと思われたが、その裏、横須賀が猛反撃。
この回先頭の５番・大島一翔の二遊間を抜く安打を口火に６連続長短打
を含む７安打を集中。打者13人を送る猛攻で一挙９点を奪い、逆転に成
功。４回裏にも死球、６番・佐々木龍佑のライト線への二塁打、７番・
久保田塁の一・二塁間を抜く安打、相手守備の乱れもあり、この回２点
を追加。11－４と７点差をつけた。
　５回表、灘オールスターズは無得点に終わり、５回得点差コールドゲ
ームが成立。横須賀が決勝へ駒を進め、「春夏連覇」に王手をかけた。 横須賀、一気の逆転で決勝進出！

〈準決勝〉
中山ソフトボールスポーツ少年団 ３－２ 加世田ソフトボールスポーツ少年団

　先攻の中山ソフトボールスポーツ少年団は初回、鮮やかな先制攻撃を見
せ、一死から２番・川上輝、３番・上東蓮翔、４番・宮内悠良、５番・上ノ
原光彩、６番・倉山陽向が怒涛の５連続長短打！　初回に３点を先制した。
　加世田ソフトボールスポーツ少年団もその裏、敵失で出塁した走者を一塁
に置き、２番・上村碧の左中間二塁打で一塁走者が一気にホームイン！ １点
を返した。５回裏にも、二死走者なしから内野安打、次打者への四球となる
投球がワイルドピッチとなる間に一・三塁とし、３番・宇治野翔悟がセンタ
ー前にはじき返し、１点差に詰め寄ったが、反撃もここまで。中山ソフトボ
ールスポーツ少年団が１点差で逃げ切り、決勝進出を決めた。

中山ソフトボールスポーツ少年団
１点差の接戦を制し、決勝へ！

〈決勝〉
中山ソフトボールスポーツ少年団 ０－６ 横須賀

　後攻の横須賀は初回から打線が爆発！　１番・輿水耀太がレフト前ヒットを放ち、猛攻の口火を切る
と、盗塁、犠打で三塁へ進み、３番・亀田隼永が四球で歩き、すかさず盗塁。一死二・三塁とし、４番・
鈴木綺玖のセンター頭上を越える適時二塁打で２点を先制。二死後、四球で一・二塁とした後、７番・
久保田塁が左中間を深々と破る三塁打。塁上の走者を一掃し、さらに四球、９番・並木晴蒼のピッチャ
ー強襲安打で1点を加え、初回に大量５点を先制。試合の大勢を決してしまった。
　横須賀は続く２回裏にも一死から４番・鈴木綺玖が二遊間を抜く安打を放ち、出塁。犠打で二死なが
ら得点圏に走者を進め、再出場した６番・佐々木龍佑がタイムリーを放ち、１点を追加。６点目を挙げた。
　守っては、「エース」亀田隼永が力投！　中山ソフトボール
スポーツ少年団打線をわずか２安打に抑え込み、完封。６－
０と圧勝し、「春夏連覇」を成し遂げた。
　３回戦の大阪八尾（大阪）戦では初回に２点を失い、終盤
６回に逆転（５－２で勝利）、準決勝の灘オールスターズ戦で
も２回表に４点を先制される等、必ずしも「順風満帆」な戦
いではなかったが、その都度「王者」の強さを見せつけ、逆転。

「春」に続いて「夏」も「頂点」へ登り詰めた。

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は、
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちら

横須賀が「春夏連覇」を達成！

https://www.softball.or.jp/game/primary_school_boy/tournament2026/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=EPcrplNEZYQ


（22）第 498 号　 2026年（令和８年）９月10日

　

７
月
25
日
（
土
）
～
27
日
（
月
）、
宮
城

県
東
松
島
市
／
鷹
来
の
森
運
動
公
園
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ

た
「
第
72
回
全
日
本
教
員
大
会
」
は
、
全
日

程
（
３
日
間
）〝
悪
天
候
〟
に
見
舞
わ
れ
る

と
い
う
異
例
の
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
…
…

中
止
。

　

生
涯
種
別
の
全
日
本
（
全
国
）
大
会
は

「
予
備
日
を
設
け
て
い
な
い
」
た
め
、
結
局

１
試
合
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
…
…

「
雨
天
中
止
」
に
。

　

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
、
試
合
会
場

／
鷹
来
の
森
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

（
※
平
成
13
年
に
開
催
さ
れ
た
新
世
紀
宮
城

国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
）
は
令
和

６
年
度
か
ら
２
年
か
け
て
大
規
模
改
修
を
行

い
、
今
春
（
４
月
）
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ

れ
だ
け
に
今
回
の
「
中
止
」
は
残
念
で
な
ら

な
い
が
…
…
天
候
だ
け
は
致
し
方
な
く
、
ま

た
来
年
度
に
期
待
！

　

次
回
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
「
熱
気
」「
歓

声
」
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
う
。

◎
第
72
回
大
会
出
場
チ
ー
ム

　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
は
こ
ち
ら

無
情
の
雨
…

大
会
中
止

第72回全日本教員大会

次回は晴天のもと、「熱き戦い」を期待 !!

https://www.softball.or.jp/life/teacher/tournament2026/tournament.html
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７
月
中
旬
か
ら
は
「
ク
ラ
ブ
男
子
選
手
権

大
会
」
の
開
催
を
皮
切
り
に
、
各
種
別
の
全

日
本
大
会
（
全
国
大
会
）
の
開
催
が
ス
タ
ー

ト
！　

各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
「
日
本
一
」
の
座

を
め
ざ
し
、
全
国
各
地
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

た
だ
…
…
そ
の
大
会
開
催
相
次
ぐ
中
、

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
が
発
生
、
記
録
的

な
暑
さ
、
過
去
に
例
の
な
い
よ
う
な
ル
ー
ト

で
の
台
風
の
襲
来
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
大

雨
等
、
大
会
開
催
地
、
大
会
参
加
チ
ー
ム
を

悩
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、「
こ
ん
な
と
き
に

大
会
を
開
催
し
て
い
い
の
か
？
」
と
い
っ
た

議
論
や
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
の
「
葛
藤
」
を

抱
え
な
が
ら
も
、
大
会
の
「
成
功
」
へ
向
け

た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

「
暑
熱
対
策
」「
熱
中
症
予
防
」
も
給
水

タ
イ
ム
を
設
け
、「
全
日
本
実
業
団
男
子
選

手
権
大
会
」
で
は
決
勝
戦
を
除
く
す
べ
て
の

試
合
で
５
回
表
か
ら
４
名
の
審
判
員
を
総
入

れ
替
え
す
る
等
、
新
た
な
取
り
組
み
も
実
施

さ
れ
た
。

　

酷
暑
の
中
、
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
と
び
き

り
の
笑
顔
を
見
せ
る
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
の
姿
、

力
の
限
り
を
尽
く
し
て
戦
い
、
涙
す
る
姿
を

見
れ
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」
を
確
か
に
感

じ
る
。
ま
た
、
そ
の
選
手
・
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
が
「
全
力
」
で
戦
え
る
だ
け
の
舞
台
を
整

え
る
べ
く
大
会
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
運
営

役
員
・
ス
タ
ッ
フ
、
審
判
員
・
記
録
員
の
皆

さ
ん
の
姿
も
心
に
刻
ん
で
お
き
た
い
。

夏の全日本（全国）大会真っ盛り

震災にも酷暑にも大雨にも負けず…大会開催
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全国各地で全日本（全国）大会を開催中！
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●
事
業
概
要
●

　

こ
の
「
日
韓
交
流
事
業
」
は
、
日
本
と
韓

国
の
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

が
、
試
合
や
合
同
練
習
、
文
化
交
流
を
通
じ

て
相
互
理
解
と
友
情
を
深
め
な
が
ら
競
技
力

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
０
１

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
23
回
目
の
開
催

と
な
る
。

　

今
回
は
、
韓
国
女
子
Ｕ
18
代
表
チ
ー
ム
が

来
日
。
２
０
２
６
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た

「
第
44
回
全
国
高
校
女
子
選
抜
大
会
」
で
優

勝
し
た
兵
庫
大
学
附
属
須
磨
ノ
浦
高
等
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
「
ホ
ス
ト
チ
ー
ム
」
と

な
り
、
韓
国
女
子
Ｕ
18
代
表
チ
ー
ム
を
迎
え
、

６
日
間
に
わ
た
り
充
実
し
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。

●
実
施
内
容
●

・
７
月
30
日
（
木
）

　

韓
国
代
表
チ
ー
ム
が
関
西
国
際
空
港
に
到

着
。
韓
国
チ
ー
ム
は
、
日
本
の
夏
の
蒸
し
暑

さ
に
も
負
け
ず
、
元
気
に
ホ
テ
ル
へ
移
動
。

ホ
ス
ト
チ
ー
ム
と
な
る
兵
庫
大
学
附
属
須
磨

ノ
浦
高
等
学
校
は
同
日
終
了
し
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
の
熱
戦
を
終
え
、
そ
の
足
で
ホ
テ
ル

へ
移
動
。
明
日
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け

て
一
緒
に
夕
食
を
囲
み
、
休
養
を
と
っ
た
。

日韓交流事業（チーム招待）
2026 年 7月 30 日（木）～ 8月 4日（火）　兵庫県尼崎市

日韓両国のレベルアップを願い
グラウンド内外で活発に親善・交流
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・
７
月
31
日
（
金
）

　

快
晴
の
中
、
今
回
は
指
導
で
も
お
世
話
に

な
る
園
田
学
園
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
両

国
選
手
に
よ
る
交
流
試
合
を
実
施
。
午
前
中

の
第
１
試
合
は
韓
国
が
先
制
す
る
も
、
日
本

が
後
半
逆
襲
。
結
果
的
に
は
二
桁
得
点
差
で

日
本
が
勝
利
を
収
め
た
。
午
後
は
両
チ
ー
ム

合
同
で
の
練
習
を
行
い
、
真
剣
勝
負
の
中
に

も
笑
顔
が
絶
え
ず
、
互
い
の
プ
レ
イ
ス
タ
イ

ル
を
学
び
合
う
一
日
と
な
っ
た
。
お
昼
は
大

学
食
堂
を
お
借
り
し
て
お
弁
当
を
囲
み
、
試

合
中
と
は
違
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の

中
で
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

こ
の
日
の
夜
は
歓
迎
食
事
会
を
開
催
。
岡

本
友
章
専
務
理
事
、
山
田
博
子
国
際
連
携
副

委
員
長
、
兵
庫
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
川

田
副
会
長
、
亀
田
理
事
長
、
地
元
尼
崎
市
協

会
理
事
長
で
も
あ
る
栄
原
常
任
理
事
が
ホ
ス

ト
と
な
り
、
韓
国
チ
ー
ム
を
歓
待
し
た
。
韓

国
チ
ー
ム
は
人
気
の
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
Ｊ
―
Ｐ

Ｏ
Ｐ
を
融
合
さ
せ
た
ダ
ン
ス
、
日
本
チ
ー
ム

は
「
韓
国
語
で
の
自
己
紹
介
」
な
ど
を
披
露

し
、
会
場
は
笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

・
８
月
１
日
（
土
）

　

こ
の
日
も
晴
天
の
中
、
両
国
選
手
に
よ
る

交
流
試
合
を
実
施
。
試
合
結
果
は
こ
の
日
も

二
桁
得
点
差
と
な
り
、
日
本
の
勝
利
で
あ
っ

た
が
、
前
日
の
合
同
練
習
の
成
果
が
随
所
に

感
じ
ら
れ
た
。

　

午
後
は
園
田
学
園
大
学
の
選
手
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
に
細
か
く
合
同

で
指
導
を
受
け
た
。
大
学
チ
ー
ム
の
保
護
者

様
に
よ
る
「
か
き
氷
」
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、

園
田
学
園
大
学
全
体
で
「
お
も
て
な
し
」
い

た
だ
き
、
実
り
あ
る
交
流
の
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。

　
・
８
月
２
日
（
日
）

　

こ
の
日
も
晴
天
の
中
、
交
流
試
合
を
実
施
。

こ
の
日
の
試
合
も
二
桁
得
点
差
で
日
本
の
勝

利
と
な
っ
た
。
点
差
が
開
い
て
し
ま
っ
た
が
、

韓
国
女
子
Ｕ
18
代
表
チ
ー
ム
の
ど
ん
な
局
面

に
お
い
て
も
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
、
一

球
一
球
に
対
し
て
ひ
た
む
き
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
向
き
合
う
姿
勢
は
、
非
常
に
素
晴
ら
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
韓
国
チ
ー
ム
の

監
督
お
よ
び
コ
ー
チ
の
姿
勢
も
熱
意
に
溢
れ

て
お
り
、
技
術
向
上
へ
の
強
い
意
欲
と
深
い

愛
情
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

最
後
は
両
チ
ー
ム
全
員
で
集
合
写
真
を
と

り
、
３
日
目
を
終
了
し
た
。

・
８
月
３
日
（
月
）

　

文
化
交
流
と
し
て
、
韓
国
チ
ー
ム
、
日
本

チ
ー
ム
で
揃
っ
て
阪
神
エ
リ
ア
の
名
所
で
あ

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
を
訪

問
。
日
韓
の
高
校
生
同
士
で
日
本
が
誇
る
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、

国
際
的
な
友
好
親
善
を
深
め
た
。
兵
庫
大
学

附
属
須
磨
ノ
浦
高
等
学
校
は
11
月
の
再
会
を

誓
い
、
こ
こ
で
お
別
れ
。
韓
国
チ
ー
ム
は
大

阪
市
内
で
の
観
光
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
満
喫
。

日
本
の
文
化
を
存
分
に
体
験
す
る
一
日
と
な

っ
た
。

・
８
月
４
日
（
火
）

　

関
西
国
際
空
港
に
て
韓
国
チ
ー
ム
を
見
送

り
、
交
流
事
業
が
無
事
終
了
し
た
。

●
成
果
と
感
想
●

（
１
）
試
合
・
練
習
・
文
化
交
流
を
通
じ
て
、

「
言
葉
の
壁
」
を
超
え
て
友
情
を
育
む
こ
と

が
で
き
た
。

（
２
）
日
本
と
韓
国
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
方

法
や
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
、
視
野
が

広
が
っ
た
。

●
ま
と
め
●

　

今
回
の
交
流
事
業
は
、
日
韓
両
国
の
競
技

力
向
上
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
韓

国
チ
ー
ム
は
、
日
本
特
有
の
蒸
し
暑
さ
に
も

負
け
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
元
気
に
プ
レ

イ
。
少
し
で
も
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。
兵
庫
大
学
附
属
須

磨
ノ
浦
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
の
対

戦
や
合
同
練
習
を
通
し
て
、
互
い
の
プ
レ
イ

ス
タ
イ
ル
を
肌
で
感
じ
合
っ
た
。

　

現
状
に
お
け
る
力
の
差
は
否
め
な
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
が
国
境
を
越
え
る
力
を
改
め
て
実

感
し
、
こ
の
若
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
プ
レ
イ
ヤ
ー

達
が
、
今
後
の
日
韓
両
国
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

牽
引
す
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
ま
た
、
選
手

た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
多
感
な
時
期
の
国
際
交

流
が
、
今
後
の
競
技
生
活
や
人
生
に
お
い
て

大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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ア
ジ
ア
競
技
大
会

　

７
連
覇
の
偉
業
達
成
へ
！

　

来
る
９
月
26
日
（
土
）
～
10
月
３
日
（
日
）、

愛
知
県
安
城
市
／
安
城
市
総
合
運
動
公
園
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技

大
会
」（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
）
の
試
合
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
正
式
決
定
。

　

未
だ
、
ど
の
競
技
団
体
も
成
し
遂
げ
た
こ

と
の
な
い
「
７
連
覇
達
成
」
へ
…
…
女
子
Ｔ

Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
！

　

出
場
チ
ー
ム
、
試
合
方
式
、
日
本
戦
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
。

【
出
場
チ
ー
ム
】

日
本
①
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
⑤
、

中
華
人
民
共
和
国
⑧
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑬
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
22
、
韓
国
31
、
ホ
ン
コ
ン
・
チ

ャ
イ
ナ
32
、
タ
イ
44

※
○
数
字
は
２
０
２
５
年
12
月
31
日
発
表
の

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
）
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

【
試
合
方
式
】

　

ま
ず
、
全
８
チ
ー
ム
に
よ
る
１
回
総
当
た

り
の
予
選
ラ
ウ
ン
ド
を
実
施
。
予
選
ラ
ウ
ン

ド
３
位
と
４
位
が
「
３
位
決
定
戦
」
へ
、
予

選
ラ
ウ
ン
ド
１
位
と
２
位
が
「
優
勝
決
定

戦
」
へ
進
み
、
最
終
順
位
を
決
定
す
る
。

【
日
本
戦
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

・
９
月
26
日
（
土
）
15
時
15
分
～

　

日
本
vs 

フ
ィ
リ
ピ
ン

・
９
月
27
日
（
日
）
15
時
15
分
～

　

日
本
vs 

タ
イ

・
９
月
28
日
（
月
）
15
時
15
分
～

　

日
本
vs 

ホ
ン
コ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ

・
９
月
29
日
（
火
）
15
時
15
分
～

　

日
本
vs 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
９
月
30
日
（
水
）
15
時
15
分
～

　

日
本
vs 

韓
国

・
10
月
１
日
（
木
）
15
時
15
分
～

　

日
本
vs 

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ

・
10
月
２
日
（
金
）
15
時
15
分
～

　

日
本
vs 

中
華
人
民
共
和
国

・
10
月
３
日
（
土
）

◎
３
位
決
定
戦　

10
時
～

　

予
選
４
位
vs 

予
選
３
位

◎
優
勝
決
定
戦　

14
時
～

　

予
選
２
位
vs 

予
選
１
位

事
務
局
だ
よ
り開催国として、勝利・優勝は至上命題

アジアを制し、
さらなる高みへ!!

https://www.softball.or.jp/asian-games2026/
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